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暗くて狭い隙間を好むトコジラミ



隙間に産み付けられた卵



吸血するトコジラミ幼虫

吸血開始 20秒後

40秒後 100秒後



トコジラミの流行の懸念

ネッタイトコジラミ♀トコジラミ♀

2015年 国内で80年ぶりに発見



ネッタイトコジラミトコジラミ

トコジラミ成虫の同定ポイント

胸背板前部凹みの深さ

胸部側縁毛の生え方
斜め 直角

深い
浅い
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トコジラミ相談件数の推移
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・生息や持ち込みに気づきにくい

小さい、夜間活動性、トラップで捕獲しにくい

・気づいても駆除が困難

殺虫剤を到達させにくい、ピレスロイド抵抗性、

宿泊施設では全館同時駆除が困難

・人の移動が増大

人の荷物によって運ばれる、コロナ後の人流が拡大

・管理者の意識の低さ

客に知られたくない、安価に駆除したい、

殺虫剤で簡単に駆除できるという思い込み

トコジラミが蔓延する背景



♂ ♀
1齢

2齢 3齢

4齢

5齢
1mm 卵



ヒラタチャタテ



幼虫の脱皮殻
ヒメマルカツオブシムシ幼虫と脱皮殻

ネコノミ成虫





トコジラミが蔓延する施設・住宅





トコジラミ駆除戦術

①殺虫剤による駆除

有機リン剤、カーバメート剤、ブロフラニリド、ピレスロイド剤

②加熱

49℃で1分暴露で100％致死、41℃で100分暴露で100％致死

③冷却

－20℃では比較的速やかに100％致死、

－1.5℃では40日程度で100％致死

④吸引

外国製掃除機；吸引直後に55％致死、1日後までに92％致死

⑤捕獲

⑥寝具対策（洗剤水浸漬）

30分間で０％、120分間70％致死

⑦ゼオライト（擦過傷）

5g/㎡に24時間強制接触で100％致死

トコジラミ読本(2013)より



成分区分 一般名

有機リン フェニトロチオン

プロペタンホス

ジクロルボス

カーバメート プロポクスル

オキサジアゾール メトキサジアゾン

メタジアミド ブロフラニリド

ピレスロイド ペルメトリン

エトフェンプロックス

フェノトリン

国内でトコジラミ駆除を標榜する
主な殺虫成分(2024年)



各地から採集したトコジラミの殺虫剤感受性の比較
(皆川, 2013; 數間, 2013)

採集地
ピレスロイド(ペルメトリン*) 有機リン(フェニトロチオン**)

KT50（分）
3日後の致死率

（％）
KT50（分）

3日後の致死率
（％）

帝京大 ３２．２ １００ ３２．２ １００

富山 ６０．３ ９６．７ ６０．３ ９６．７

大分 - - ８０．６ １００

成田 ７６．５ ９０．０ ８３．４ １００

千葉 ＞４８０ ６．７ １３０ １００

大阪 ＞４８０ ６．７ １８４ １００

滋賀 ＞４８０ ３．３ １９６ １００

京都 ＞４８０ ６．７ ３４８ １００

浜名湖 ＞４８０ ３．３ ３７５ １００

防府 ＞４８０ ３．３ ＞４８０ １５．０

*: 250mg(ai)/㎡、**: 500mg/㎡



ネッタイトコジラミの殺虫剤感受性(皆川ら, 2017)

A,B,C,Eは沖縄県那覇市内、Dは東京都内のホテルで、2015年から2016年に採集
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自宅にトコジラミを持ち帰らないために

宿泊施設で

・入室後、トコジラミサインをチェック（ベッド周辺、ソファ、クローゼットな
ど）→怪しければ、部屋（別の階）の交換を要求

・旅行バッグはバゲージラックの上や浴室へ、脱いだ衣類はビニール袋などに入れ
て保管

・消灯後、いったん照明を付けて徘徊している虫がいないことを確認

帰宅後

・旅行バッグ内をチェック→必要に応じて殺虫処理（バッグごとビニル袋に入れて
加熱処理、殺虫剤処理）

・荷物を出すときも注意→着ていた衣類や洗濯物は直接洗濯機に入れ、すぐに洗濯



トコジラミ調査の要点

・最も重要なポイントは寝具である。

・寝具周辺以外にコロニーが見つかった場合、部屋全

体に拡散している可能性がある。

・密度が低い段階では、明るい時間帯は見つけにくい。

・生息している部屋では、夜間、20分程度消灯して、

寝具周辺で待つと、潜伏個体が出現しやすい。

・天井やコンセントの穴などに痕跡が見られる場合、

隣室(上下左右)の部屋にも生息している可能性があ

る。



トコジラミ生息の確度

評価事項 その部屋での生息状況

生体の発見、トラップによる捕獲 生息または持込み

死骸・脱皮殻の発見、血糞痕 生息しているか、過去に生息していた

1回の調査(目視+トラップ調査など)で
痕跡なし

生息していない可能性がある

2回の調査(1週間～1か月の間隔)で
痕跡なし

生息なし(駆除完了宣言)

発疹、「かゆい」などの訴えのみ 不明



実際のトコジラミ対策

①潜み場所の探索

②家具や物の養生と熱処理・薬剤処理

③室内全体への薬剤処理

④細かな潜み場所の掃除機による吸引

⑤血糞や脱皮殻の清拭

⑥事後調査とスポット処理

(1週間～1月の間隔で2回以上)

⑦効果判定(再処理の計画)



ニューヨーク市(311通報)におけるトコジラミ相談件数の推移

Hacker et al.(2022) PLOS ONE

トコジラミの減少要因
ニューヨーク市は米国の主要都市の中で、最も包括的なトコジラミ対策戦略を制定し
ている(条例により、トコジラミ駆除の責任を家主に負わせ、その後、蔓延状況を借主
に開示することを義務化)



米国環境保護局(EPA)のサイトに掲載されている各州のトコジラミ関連法



ご清聴ありがとうございました


